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「世界を変える行動人」 
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１１月は「ロータリー財団月間」です。 
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詳しくは My ROTARY 参照 



ＲＩ会長 11月のメッセージ     ＲＩ会長 マーク・ダニエル・マローニー 



ガバナー 11月のメッセージ         ガバナー 中 野  均 

地区大会を終えて 

 ２０１９年１０月２６日～２７日において、国際ロータリー第２６４０地区大会をホテル・アゴーラリージェ

ンシー大阪堺にて開催し、国際ロータリー会長代理として、鈴木秀憲様佳代子様ご夫妻を始め同期

ガバナーや同期ガバナー令夫人、そして、地区内外のパストガバナーの皆さま、多くの地区内会員

の皆さまのご参加を頂き無事終えることが出来ました。誠に有難うございました。また、公務ご多

忙の中、堺市長永藤 英機様にご臨席賜り厚くお礼申し上げます。 

 大阪府下で初めて世界遺産登録指定を受けました百舌鳥・古市古墳群ですが、訪れて頂ければ

有難く思います。百舌鳥地区・古市地区とそれぞれ趣向を凝らし、皆様方に楽しんで頂ける工夫を

されておられますので、是非一度お立ち寄りください。 

 本会議１日目は、RI会長代理鈴木様から「世間の方々とつながろう ロータリーって何？」と題し

てご講演を頂きました。奉仕活動を通して地域の皆さまにロータリーの活動を知って頂くことが大

切と改めて感じました。また、神戸大学木村教授より、ご講演頂きました内容は、少し専門的な内容

でありましたが、乳がん検診方法が現在のマンモグラフィ検査と木村教授が開発されたマイクロ波

マンモグラフィ検査の違いで、従来の機器では診断が難しかった「高濃度乳房」にも有効であると

のことでした。続いて、選挙人会議では、上程した議案が審議され、翌日ご承認頂きました。 

 本会議２日目は、午前に市民公開講演会

として、市民の皆さまや地区内外のロータ

リアンの皆さまに多数ご参加頂き、吉本興

業ホールディング（株）取締役副社長田中

宏幸氏から、吉本興業の歴史等、今話題の

話を交えながらご講演を頂きました。午後

からは、開会セレモニーに続き、RI会長代理

鈴木様より、RI現況報告があり、小生から

は、地区現況報告をさせて頂き、そして、各

種表彰へと進みました。地区大会記念講演として、大阪観光局理事長溝畑宏氏により、大阪・和歌

山の現状を交え「２０２５年大阪・関西万博に向けた大阪のイノベーション」と題して、ご講演を頂き

ました。IR構想とカジノについての話もあり改めて認識した次第です。 

 藤井ガバナーエレクトより次期大会のお誘いに併せて、所属クラブ会員の皆さまよりパフォーマ

ンスがあり、終わりに当たり印象に残りました。 

 地区大会が、無事終えることが出来ましたのは、ホストクラブの堺東RC地区大会中村実行委員

長、委員会の皆さま、コ・ホストクラブの皆さま、お手伝い頂いたクラブ事務局の皆さま、関係各位の

皆さま、そして、ご参加くださいました地区内多くのロータリアンの皆さまのお蔭です。本当に感謝

申し上げます。有難うございました。 



ロータリー財団月間に因んで 

地区ロータリー財団委員長  初田 隆生 

 緒方貞子さんご逝去の報に接し、謹んでお悔やみ申し上げますとともに、
心からご冥福をお祈りいたします。10月26日・27日に開催されましたRID2640
地区大会におきまして、ポリオ・プラス募金のブースに緒方貞子さんのお写真
のパネルを置かせて頂き、募金活動をさせて頂きました矢先のことで、誠に
残念でなりません。 

  緒方さんは、1951年に日本から２人目、日本人女性で初めての国際親善奨
学生になられ、後に1991年から10年間、国連難民高等弁務官を務められまし
た。「ロータリー奨学生としての留学中、社会奉仕の重要性を学んだだけでな
く、ロータリアンの方々との交流を通じて見識を広げ、多くの経験をすることができました。『超我
の奉仕』というロータリーのモットーに深い感銘を受け、これが私の人生の指針となってきまし
た。」と述べておられます。 

 2013年７月にロータリー財団のプログラムが現在の形に変革するまで、当地区のロータリー財
団委員会の活動は、主に国際親善奨学生に関するものがメインでした。私も10年前に国際親善奨
学生担当の委員長を仰せつかり、奨学生の皆さんのお手伝いをさせて頂きました。当時の国際親
善奨学生の田原希美さんが、先日開催の地区大会においてピアノ演奏をされ、現在の活躍されて
いるお姿を拝見し、非常に嬉しく感じた次第です。 

 このところ台風や大雨によって多くの被害が各地で出ています。被災者の方には、心からお見
舞い申し上げます。ロータリー財団の補助金は、災害支援や復興にも活用して頂くことができま
す。被災直後は、被害状況や必要な支援などの情報を把握するのは困難かと思いますが、いずれ
の補助金の場合も、まず現状とニーズを把握し、適切な支援を行うことが重要になります。 

①ロータリー災害救援補助金：申請は地区から行います。災害の被害に遭った地区は、独自のプロ
ジェクトを立ち上げたり、復旧活動を援助するために他の定評ある救援団体と協力したりするた
めに、ロータリー災害救援補助金を活用することができます。ロータリー補助金の参加資格認定
を得ている被災地区は、最高25,000ドルまでを申請できます（災害救援基金に十分な蓄えがあ
る場合）。 

②地区補助金：申請済みの地区補助金に、災害等で中止したプロジェクトや臨時費などがあれば、
すぐ利用できます。 災害支援プロジェクトに変更や使用を希望する場合は、補助金担当職員に
内容と金額をEメールにて連絡の上、事前に承認を得るようにします。次年度の地区補助金の活
動として申請することもできます。 

③グローバル補助金：長期的な復興活動については、グローバル補助金を申請することも可能で
す。予算が3万ドル以上であることと、重点分野のどの目的に該当するか、持続可能性があるか
などがポイントになります。 

 ロータリー財団は2017年に100周年を迎え、今年も慈善団体の格付けを行う独立機関『チャリ
ティ・ナビゲーター』から、12年連続で４つ星の最高評価を受けました。地区ロータリー財団委員会
としましては、皆様からのご寄付を各クラブの奉仕活動に有効にご活用頂けるように、そのお手伝
いが出来ればと考えていますので、今後とも、ロータリー財団へのご支援ご協力をよろしくお願
いいたします。 



ロータリー財団寄付推進と補助金ニュース 

被災した地域社会の復興支援 
 ロータリーの会員とロータリー財団は、災害復興や再建の取り組みで独特な役割を果

たしています。ロータリーの災害救援基金と災害救援補助金を活用することで、世界各地

のクラブが、ハリケーン・ドリアンのような災害に見舞われた地域社会に多大な変化をも

たらすことができます。  

ロータリーを支援し 世界にプレゼントを！   
 年末は助け合いの季節です。この季節は、世界をより良くする

ために寄付を募るオンライン運動である「Giving Tuesday」（寄

付の火曜日）の12月3日に始まります。今年の年末には、ロータ

リー財団にぜひご寄付をお寄せください。ロータリー財団への

ご寄付は、世界各地で持続可能な地域社会を実現するために生

かされます。 

 ロータリアンは地域社会の最も差し迫ったニーズに対して持

続的な解決策をもたらしています。このような活動を支援して

いるのが、ロータリー財団です。しかし、ロータリーが成すべき活動はまだ山ほどあります。

変化をもたらす活動を今後も継続し、地域社会や世界各地の人びとの生活をより良くする

ために、ご支援をお願いいたします。 



ガバナー公式訪問 

10月2日（水） 海南ロータリークラブ 

会長：山野 利明      

幹事：岡本 慶一     

 

 

10月2日（水） 有田2000ロータリークラブ 

会長：吉水 志朗       

幹事：前  任     

 

 

10月3日（木） 堺ロータリークラブ 

会長：高橋 明     

幹事：石﨑 雅也   

 

 

10月3日（木） 堺東南ロータリークラブ 

会長：鶴 啓之   

幹事：山本 保  

 

 
 
 
 
 
 
 
 

10月4日（金） 河内長野ロータリークラブ 

会長：道本 雅秀    

幹事：道簱 弘明   

 

 

10月16日（水） ワールド大阪 REC  

会長：定成 みず希     

幹事：市耒 晃次    

 

 

10月17日（木） 堺清陵ロータリークラブ 

会長：酒井 誠    

幹事：西内 重広  

   

 

10月24日（水） 岸和田南ロータリークラブ 

会長：松林 俊和  

幹事：増田 雅浩   

 

 

 

 
 

日本のロータリー 

百周年を祝う鐘 

11月の公式訪問予定 

11月26日 堺東ロータリークラブ 



地区大会       ２０１９年１０月２６日～２７日 ホテル・アゴーラリージェンシー大阪堺 

 国際ロータリー第２６４０地区大会が２０１９年１０月２６日～２７日、ホテル・アゴーラリージェンシー大阪

堺で開催いたしました。RI会長代理の鈴木秀憲様を始め、地区内の各クラブのロータリアンが一同に

会しました。 

 大会 １日目は、RI会長代理鈴木様から「世間の方々とつながろう ロータリーって何？」、神戸大

学の木村教授から「現行乳がん検診技術の課題と世界初マイクロ波マンモモグラフィの実現」の講

演のほか、選挙人会議の開催されました。また、夜にはRI会長代理歓迎晩餐会が行われ、地区役員や

各クラブの会長、幹事などが出席しました。 

 大会 ２日目は、午前に市民公開講演で、吉本興業ホールディング（株）取締役副社長の田中宏幸

氏が講演し、多くの市民を交え、ロータリアンが聴講しました。午後は、開会セレモニー、鈴木RI会長代

理のRI現況報告、中野ガバナーの地区現況報告。さらに各種表彰が行われました。また、記念講演

は、「２０２５年大阪・関西万博に向けた大阪のイノベーション」をテーマに大阪観光局理事長の溝畑 

宏氏が講演。IR構想とカジノについての話題もあり、盛り上がりました。 

 最後に藤井ガバナーエレクトから、決意表明と次期大会のお誘いがあり、全員で「手に手つない

で」を唱和。盛会裏に幕を閉じました。 

中村 地区大会実行委員長     鈴木 RI会長代理 



地区大会 

 

ご参加の皆さん！有難うございました。 

       お陰さまで、盛会裏に終了することができました。 



地区大会 

 

優 勝 橋本 忠美（和歌山南RC) 

準優勝 佐田 一三（田辺東） 

第３位 谷脇 良樹（海南東） 

地区大会でのポリオ募金 

大会２日間での、募金額は 

合計 112,184円 となりました。 

ご協力ありがとうございました。 



地区大会での ２０１８－２０１９年度 ガバナー報告 

 立派な功績を残された岡本ガバナーから引継ぎを受けて、公共イ
メージの一層の向上に資することができるように、浅学非才ながらも
チーム一丸となって頑張って参りました。ガバナー補佐の皆さん、そし
て相棒である山本進三代表幹事はじめ、幹事団、委員長、委員や地区
事務所職員の皆さま、多くの先輩方、そして、所属クラブの皆さんに支
えて頂きました事は、本当に有難く思っております。また、この場をお借
りして、改めて各クラブの会長、幹事様並びに会員の皆さんに感謝の
気持ちを伝えたいと思います。有難うございました。 

１．会員数・クラブ数 

 2018.7.1 1,789  2019.6.30 1,808 純増１９人 （純増を果たしたのは9地区） 

 69クラブ 残念ながら富田林南ロータリークラブが創立30周年をもって、5月1日に富田
林ロータリークラブと合併し、以降は68クラブとなりました。 

２．My Rotary 

 １５．１％から３０．３１％にまで上昇 

３．公共イメージ（社会奉仕） 

①ロータアクトの皆さんとコラボレーションをし、初めての取り組みとして、献血活動を行い
ました。地区内各地（和泉市、富田林市、泉佐野市、御坊市）において357人を受け付けし、
300本の献血に繋がりました。 

②地区内各クラブに「ロータリーデー」への呼びかけを行い、地区でも地区大会の市民向け
プログラムを「ロータリーデー」として宣伝しました。各クラブには、従来の意義ある業績
賞を意義ある奉仕賞として社会奉仕部門への注力を呼びかけました。 

③西日本豪雨災害において、被災地区への義捐金を呼びかけ、多くのお金が寄せられまし
た。お寄せ頂いた義捐金は、2670地区、2690地区、2710地区に等分して送金させて頂きま
した。また、地区内においても、特に和歌山県側で、自動起動式発電機付き信号機への寄
付を呼びかけました。募金をお寄せ頂いたクラブの皆さんに、心より御礼申し上げます。皆
さんのお陰で、地域にロータリーの心と力をお届けすることが出来ました。 

４．国際奉仕、ロータリー財団関係 

①各クラブが行ってきた従来のものに加え、第3350地区のノンケームロータリークラブの
力を借りて、3340地区、第3350地区とのコラボレーションで、地区内クラブに呼びかけま
した。人工透析器、浄水器、AEDとCPR等の贈呈に及び、贈呈式にもガバナーとして出席し
ました。堺北、堺泉ヶ丘、堺清陵、堺東南、堺南、田辺、和歌山の各クラブには本当に有難う
ございました。 

②余談ではありますが、AEDを寄贈した直後、マヒドン医科大学のサッカー場で大学生が倒
れ、早速備え付けれたAEDを使い、命を救うことができました。学生のご両親はノンケー
ムロータリークラブの例会に出席し、ロータリーのお陰で息子の命を失わずに済みました
と御礼を述べられました。                      【次ページへ】 

直前ガバナー 樫畑 直尚 



５．青少年奉仕関係 

①和歌山東南ロータリークラブが、新しいロータアクトクラブを誕生させました。 

②ロータアクトクラブの皆さんには、地区大会でブースを設けて頂きました。 

③地区インターアクトクラブ「台湾・友好の旅」に参加し、訪問先の3501地区の鄭ガバナー、元倍
医事科技大学等、海外での青少年交流を進めました。 

④従来の夏のRYRAに加えて、冬のRYLA「Winter RYLA」を初めて行いました。 

⑤長期短期青少年交換においても、危機管理体制のもと、ガバナー年度においては事故なく推
移致しました。 

６．クラブ奉仕関係 

①RLI開催を岡本年度に続いて開催しました。 

②新会員セミナー開催を地区大会に合わせて開催しました。 

③My Rotary、Rotary Club Central普及のために、クラブ事務職員ITセミナー開催を開催しまし
た。 

７．米山奨学事業 

①地区内でも多くの寄付を頂き、また多くの奨学生（8か国、18人）を受け入れることができまし
た。 

８．地区大会、ゴルフ大会 

①初めての取り組みとして、お弁当の配布を止めて、登録料を2,000円に値下げしました。 

②地区大会賦課金は従来通り、一人当たり10,000円としています。 

③地区大会は、ホテルグランヴィア和歌山で開催され、登録参加者は、1,100人でした。 

④地区大会では、友愛の広場としてブースを設けました。ロータアクトクラブはジビエバーガー
の販売を行い、インターアクトは防災対策物品を販売しました。また、ロータリーとの関係が深
い国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）にも出店頂きました。後日、地区の皆さんに深いご理
解を頂けたとUNHCRから感謝状を頂戴しました。 

⑤晴天にも恵まれたゴルフ大会は約１８０人の参加者を得て、大阪ゴルフクラブで開催されまし
た。優勝は田中正章会員（富田林）、準優勝は寺本忠司会員（橋本）でした。 

９．ハンブルク国際大会 

①遠隔地にもかかわらず62人の登録を頂き、地区ナイトには45人にご参加頂きました。国際奉
仕でコラボレーションを行った第3340地区ガバナーノミニーとノンケームRCクラブ国際奉
仕担当役員、ドイツ現地のロータリアン、第2640地区で受け入れをした元財団奨学生（学友）、
そしてハンブルク在住の新宮水野家のご末裔にも参加頂くなど国際色豊かな雰囲気の中で
国際交流を進めることができました。 

10．2019年規定審議会 

①成川守彦PDGが健康上の理由で代表議員から補欠議員に回り、福井隆一郎PDGが代表議員に
なって頂きました。福井代表議員には、2019年4月14日から18日にわたってシカゴで開催され
た規定審議会に参加頂きました。 

②地区提出制定案19－58と地区内堺おおいずみRC提出制定案19－114の２案が採択されまし
た。 



地区活動報告 

クラブ米山委員長会議及びカウンセラー研修会 

 2019-2020年度地区クラブ米山委員長会議及びカウンセラー研修会を、
2019年9月28日（土）13：00～ ホテルきららリゾート関空（泉大津市）にて、
開催致しました。 

  今年度米山奨学生18名
のクラブカウンセラーを
はじめ、45クラブに及ぶ
クラブ米山委員長、地区役員、地区米山記
念奨学委員会委員等 62名の出席を頂戴致
しました。 

  カウンセラー研修会では、米山奨学生を
お世話する上での留意点などを、玉井洋司
米山学友小委員長よりお話いただきまし

た。この先、米山奨学生との絆がより一層深くなることを期待致しております。 

 続きまして、クラブ米山委員長会議では、中野 均ガバナーの点鐘に始まり、「君が代・奉仕
の理想」の唱歌、近森裕子地区米山記念奨学委員長の開会挨拶、ガバナー挨拶と続き、10月
の「米山月間」に向けての各委員長より概要報告をいたしました。 

 ・「米山月間に向けて」 地区米山記念奨学委員長 近森 裕子 

 ・「米山奨学生選考について」 地区米山選考小委員長 西村 元秀 

 ・「米山寄付（普通・特別）について」 地区米山寄付増進小委員長 木村 勝次 

 ・「米山学友について」 地区米山学友小委員長 玉井 洋司 

 その後、各テーブルにおいて、グループ討論会を開催し、米山事業に対する熱い思いを討
論いただきました。最後に、公益財団法人米山記念奨学会の前窪貫志 理事より、講評を頂戴
し、閉会となりました。 

 たくさんのクラブよりご出席を賜り、盛会に終わりましたことを御礼申し上げます。日本の
ロータリアン一人一人が支える米山奨学事業、今後ともご支援、ご協力を賜りますようお願い
申し上げます。 

地区米山記念奨学委員長 近森 裕子 



地区活動報告 

リーダーシップフォーラム 

地区インターアクトクラブ 

 2019年10月20日（日）にリーダーシップフォーラムを高野山にて行いました。今回は、

清教学園と、高野山高校の共同開催でした。開会式を終えた後、高野山高校出身でイン

ターアクトクラブOBである立葉了寛氏の案内で「おもてなしの心を研究しよう」をテー

マに金剛峯寺を見学に行きました。 

 近年の観光客増加に伴い、観光地である高野山内の施設がどのよう

な「おもてなし」をしているのかを実際に見てもらい、学んでいただきま

した。 

 参加した学校の顧問の先生からは、立葉氏の案内が非常に分かりや

すく、貴重な体験ができたとお褒めの言葉をいただきました。 

For the children ～a better day than yesterday～ 

子どもたちとともに ～昨日よりもよい日を～ 



地区活動報告 

地区米山学友会の一年間 

地区米山学友会会長 董 涛 

 学友会はロータリーファミリーの一員として、
元米山奨学生の同窓会であり、奨学期間終了後
も学友間および学友とロータリアンとの交流をす
すめ、国際交流・親善を育むことを目的とする組
織です。この一年間、この原点に基づいて、奨学
生時代の感動と絆を続けるために、研修会、飲み
会、送別会、お祭り、奉仕活動などの楽しい思い出
をたくさん作りました。また、社会人になっている
学友の皆さんはお互いに職場での悩みや、新生
活の体験談など幅広く交流し、さらに日本社会へ
の理解を深めることができました。先輩として奨
学生に学習生活や、就職活動などをアドバイスし
巣立った奨学生がすこしでも日本と奨学生母国
の懸け橋になれるように日々活動しています。こ
れからも学友会の活躍に暖かい目で応援してく
ださい。 

【主な活動】 

学友総会（きららリゾートホテル）   18年9月29日  

 今年の役員が正式に
決められ、会則の修正は
皆さんに承認してもらい
ました。第二部の歓談会
の時、『おもろい漢字講
座』を は じ め、様 々 な
ゲームなどをしながら、
ロータリアンと学友・奨学生と関係は、より一層深
めることができました。 

クリスマスパーティー（きららリゾートホテル） 

18年12月16日  

 学友は「ソーラン
節」を踊り、現役奨学
生は「クリスマスソン
グ」を歌い、ロータリア
ンはサンタクロースに

なり、皆にプレゼントをした。 

現役奨学生の卓話研修・就職サポート活動・親睦
BBQ（有田市初島）        19年5月26日 

 現役奨学生は皆の
前で卓話を披露して、
米山の先生と先輩た
ちからアドバイスを貰
い、仕上げに努力し

た。二日目は、大学に勤めている
学友から進学アドバイス、日本企
業に勤めた学友から就職アドバ
イスをもらい、昼は美味しいバベ
キューを味わいながら地区米山
委員、有田グラブのロータリアン
の方々と歓談しました。 

第2回ロルディックウォーキング（箕面公園） 

19年6月1日 

  初夏の箕面
公園の自然風
景を楽しみな
が ら、ロ ル
ディックウォー
キングを実行
した。指導教師
は大阪大学の
体育先生である学友で、参加者の皆様に専門的
な指導をした。学友たちはこれから運動の習慣を
身につけるようにというとても有意義な活動だ
と思っている。 

 参加者は2640、2660と2680地区の学友・家族、
現役奨学生また大阪大学の先生の方々であっ
た。健康を促進しながら、新しい友たちとの交流
もできた。これからは2680地区学友会との定期
化イベントを行うように推進する。 

だんじり祭り（堺市小坂町）        19年9月22日  

  様々な国から来た留学生の
私たちは、地元の方々と一体
になって汗をかき、日本の伝
承を実際に体験し、世界中に
発信した。 

学友役員会・歓迎会（昌久園堺店）  19年10月7日  

 スイスの学友ミ
カエル君の再来日
をきっかけで、皆さ
んをもう一度集め
た。また、学友役員
会を行い、来年の
学友会の活躍のた
めの計画などについて検討した。 



地区活動報告 

バングラディッシュのサイフル・イスラム氏が来訪 

 さる10月23日の午後バングラ

ディッシュからシレット農業大学教

授のサイフル・イスラム氏がガバ

ナー事務所を訪問された。氏は

1996年より博士号取得のため当地

区堺南ロータリークラブがホストク

ラブとなり、米山奨学生として来日

された経緯がある。当初は3年計画

であったが、氏は非常に優秀であったため、2年で課程を終了されたという事である。また

氏は帰国後農業大学にて研究活動を続ける傍ら、大学で教授として教鞭をとられ、自らも

ロータリアンとなり、Jessore East RC の会員として積極的に奉仕活動に努めてこられ

た。 

 2005年には大阪府立大学で研究活動に従事される事となり、再来日されたが、当時バ

ングラディッシュにて農業技術大学を設立されたいとの熱い思いを胸に秘めており、その

際メンバーとのつながりがあった和歌山ロータリークラブの有志が支援することとなり、

大学設立に大きく前進した。現在は“Japan-Bangladesh  Friendship  Agriculture and 

Technology College”という名称で130名の学生を対象に農学、水産学、コンピュータート

レーニング、日本語をはじめとする外国語の指導に当たっている。今後は潜在的成長力の

高い同国家発展の一翼を担う人材の育成を目指し、Undergraduate Coursesの新設、ト

レーニングコースのさらなる充実を計画し、校舎の拡張、設備のリニューアル及び充実を

図る必要に迫られている。 

 これまで国際奉仕事業に自らも深く関わり、アフリカ大陸をはじめ他国を渡り歩いた、経

験豊富で世界事情への理解の深い中野ガバナーを前に、イスラム氏のスライドを使ったプ

レゼンテーションにも一層力が入り、開始から1時間に及んだが、氏の溢れんばかりの熱意

が中野ガバナーにも伝わり、またその清くひたむきに母国の発展に貢献したいという姿勢

に心を打たれる事となった。またガバナー事務所での心のこもったおもてなしにも感激さ

れている様子であった。 

 イスラム氏の今後さらなるご活躍とバングラディッシュの益々の発展に期待をよせると

ともに、先輩方が結び育んでいただいた、この貴重なご縁をいつまでも大切につないで

いかねばならないという使命感、国境を越えて人と人を結ぶロータリー活動にかかわる

ことのできる素晴らしさを改めて実感できたことに心より感謝したい。 

地区財団資金管理小委員会委員長 林 俊行 



地区活動報告 

青少年交換プロググラム 

 第１回長期派遣学生の為のオリエンテーション 

 長期受入れ学生の日本文化体験 

 9月8日（日）には、2020年―2021年度の長期交換学生の選考会を

ガバナー事務所で開催をし、男女1名ずつの候補生を決定しました。ま

た、10月6日（日）に第1回オリエンテーションと、長期受入学生の日本

文化体験を「りんくう国際物流センター」にて行いました。 

 オリエンテーションでは、ロータリーの基礎知識と、今後の派遣まで

の流れ、そして申請書類の書き方について学んで頂きました。派遣候

補生2名共に、アメリカへの派遣を希望されており、今後アメリカとマッチングの交渉を

行って行くことになります。 

 長期受入学生の方は、来日して１カ月以上が経ち、日本での生活にも段々と慣れて

きたようです。3分間スピーチでは、皆さん日本語によるスピーチに挑戦してくれまし

た。その後の日本文化体験では、ROTEXの皆さんの指導のもと、「浴衣の着付け体験」

と「折り紙教室」が行われました。ROTEXの皆さんも、帯の結び方等を前もって勉強、練

習してくれて、交換学生に着付けをして頂きました。大半の交換学生にとって、浴衣を

着るのは初めての体験だったので、着付けが終わると写真撮影が始まり、大はしゃぎ

でした。 

 ROTEXの皆さん方は、数年前には自身が交換学生として、海外での生活を経験した

先輩として、現役交換学生に接して頂いております。我々ロータリアンからすると現役

高校生世代と年齢も離れており、ギャップもありますが、ROTEXの皆さんは、そのギャッ

プを埋めて頂いております。 

地区青少年交換委員長 豊岡 敬 



地区活動報告 

関西四地区情報交換会及び交流会 

地区ローターアクト  

  関西四地区情報交換会及び交流会が10月20日（日）に兵庫県神戸市中央区のラッセホー
ルにて開催されました。 

  午前中は情報交換会が開催され、アクト内の言葉をクイズ形式に
し、各役職で分かれ、グループで相談しながら回答を行うといった
行事で、同じ役職でも知識の幅が異なり、各自とても良い刺激に
なったと思っております。 

 午後からは、各地区の活動内容について報告を行いましたが、そ
れぞれが地域にどのように貢献できるか等、入念に考えられてい
ました。 

 その後メインプログラムとして「思いやり相談室」が行われま
した。「思いやり相談室」とは参加者から事前に集めた悩みをグ
ループ毎に話し合って解決策を模索するというもので、各テー
マ様々な回答がでており、会場は大いに盛り上がりました。親睦
会では、普段滅多に交流できない他地区のアクターと交流がで
き、大変貴重な機会となりました。 

 この四地区交流という他地区と合同の行事は、年間を通し多くある行事ではないので、各
自今後も気軽に相談できるような出会いができ、他地区に負けないより良い地区にしたいと
強く思える大変良い行事でした。 

 来季は当地区がホストになりますので準備をしっかりし万全な体制で迎えたいと思ってお
ります。 

 最後に、ローターアクトとして多く行事を行っておりますので是非一人でも多く、ロータリア
ン様に参加して頂けたらと思います。 

 今後とも2640地区ローターアクトを宜しくお願い致します。 



クラブ活動報告 

創立35周年記念式典 ・ 台南中區扶輪社との姉妹提携30周年 
祝賀会を開催 

堺おおいずみロータリークラブ 

会長 新本 憲一 

 

 2019年10月11日（金）ホテル・アゴーラリー

ジェンシー大阪堺にて堺おおいずみロータ

リークラブ創立35周年記念例会・台南中區扶

輪社との姉妹提携30周年祝賀会を開催しま

した。 

 中野均地区ガバナー様、パストガバナー・

地区役員の皆様、堺9RC会長の

皆様、親クラブ堺東ロータリー

クラブの皆様、大阪府立大学留

学生後援会会長寺迫正廣様、堺

市立中学校美術部展実行委員

会桑原康様をはじめ多数のご来賓の皆様、ま

た、姉妹クラブ台南中區扶輪社より53名の皆

様をお迎えし、総勢152名にて盛大に開催出

来ましたことに改めて御礼申し上げます。 

 また、式典に当たり、地区米山学友会・米山

奨学会より7名、堺おおいずみ奨学生OB2名

に通訳としてお手伝いいただき、尽力下さい

ました関係者の方々にも感謝申し上げます。 

 記念式典にて10回目の姉妹クラブ締結延

長の調印を行い、30年に及ぶ友情への感謝

とこれからの益々の発展を誓いました。続い

ての祝賀会は台南中區扶輪社

との姉妹提携30周年を祝う会

として両クラブ共催にて、司会・

30年の歴史を綴ったスライド上

映・アトラクションも両クラブで

行いました。また、両クラブ会員全員による

「友情」の合唱も大成功でした。 

 翌日からの両クラブ会員家族90名での2泊

3日記念旅行にて、おおいに親睦と友情を深

め、無事に式典・祝賀会・記念旅行を終えるこ

とが出来ました。 



クラブ活動報告 

 

松原ロータリークラブ 

 

 当クラブは昭和39年8月25日に堺ロータリークラブを親クラブとして発足しました。

一時は78名の会員を擁しましたが、近年の会員減少により16名にまで減少して今回の

周年を迎えることになりました。直前に1名の新会員を迎えることが出来て更なる会

員増強に努める決意を持ったところです。 

 さて、10月22日に大阪マリオット都ホテルにて松原ロータリークラブ創立55周年記念

式典を開催しました。来賓として松原市長 澤井宏文様、RI第2640地区ガバナー 中野 

均様をお迎えして、ご祝辞を頂戴しました。姉妹クラブである台湾の嘉義ロータリーク

ラブより会長の隋岱融(SUI TAI JUNG)氏を始め総勢26名の会員家族の方に来ていた

だき、花を添えていただきました。式典後の記念祝宴では、衆議院議員 竹本直一様の

秘書、衆議院議員 浦野靖人様、大阪府議会議員 山本真吾様、松原市議会議長 篠本

雄嗣様、RI第2640地区パストガバナー 北中登一様よりお祝いのスピーチを頂戴しま

した。松原市商工会議所会頭 吉村盛善様の乾杯の発声で宴会が始まり、ジャズコン

サートのアトラクションと美味しいお食事で楽しい一時を過ごせました。最後に皆が輪

になって、「手に手つないで」の合唱で無事に式典及び祝宴を終えることが出来まし

た。                   (文：会報委員会 委員長 岡田安司） 

創立55周年記念式典を開催 



クラブ活動報告 

 

和歌山東南ロータリークラブ 

 

 和歌山東南ロータリークラブ（会長 谷口 

拓）を提唱クラブとする和歌山東南ローター

アクトクラブは、国際ロータリーより2019年6

月30日付で認証状が授与されておりました

が、その伝達式が10月9日（水）にとり行われ

ました。 

（開式18:30 場所：ホテルアバローム紀の国） 

 RI2640地区・中野均ガバナー、樫畑直尚･直

前ガバナー、永野祥司・地区ローターアクト委

員長、丸山信仁・特別幹事、酒井憲久・ロー

ターアクト地区代表、佐近悟・同直前代表をは

じめ、地区役員・委員、地区ローターアクト提唱

クラブ、地区ローターアクター、和歌山市内各

クラブより32名のご来賓にお越しいただき、

和歌山東南RC、RACメンバーと合わせて70名

により、本式および引き続く交歓会が盛大か

つ和やかに開かれました。 

 本式で谷口拓・東南RC会長から、鎌田楓佳・

同RAC会長に認証状が伝達された後には、

RACメンバーそれぞれから決意表明がなされ

ました。 

 和歌山東南ローターアクトクラブは、発足時

である現在のところ、地区内8つのうち唯一

の大学生を中心とするクラブです（和歌山大

学観光学部1回生5名、同3回生1名、社会人1

名）．平均年齢はおそらく最年少と思われます

が、いただいたご祝辞でもふれられました今

年度の地区テーマ「参加して活動を楽しむ」

ことを実践し、RACの目標であるリーダーシッ

プの涵養に向けて、さまざまなチャレンジが

繰り広げられることが期待されます。 

    （文：青少年奉仕委員長 鯵坂恒夫） 

和歌山東南ローターアクトクラブ認証伝達式  



クラブ活動報告 

 

岩出ロータリークラブ 会長 中谷 貴之 

 

 岩出ロータリークラブは、2019年10月14日、和歌山つくし医療・福祉センターにおい

て、『なごみ訪問コンサート』と銘打ったコンサートを開催しました。 

 この事業は、クラブの奉仕プロジェクト委員会が、地域社会の皆様に何か奉仕できな

いかと考え、委員会傘下の社会奉仕部門が企画・立案し、和歌山県立那賀高校吹奏楽

部の生徒25名に楽器演奏の協力を仰いで開催したのもです。 

 当日は、センターの大集会室で障害児(者)の方と職員の方々約80名が、演奏に聞き

入ってくれました。 

 和歌山つくし医療・福祉センターは、社会福祉法人和歌山つくし会が設置主体となり

重症心身障害児（者）を支援する施設であるとともに、地域の在宅障害児(者)への医

療・介護等を支援する医療福祉の総合支援センターとしての役割を担っています。訪

問コンサートの事業は、今年で3年目となりますが、心身に障害を持つ利用者のみなら

ず、日々の介護を担われている職員の皆様にもひと時の安らぎを共有できればと思

い実施しています。 

 今後も地域に貢献し、本年度のクラブテーマである「集えば楽しいロータリー」とな

るようクラブ内で企画し、数々の奉仕活動を行いたいと思います。 

「なごみ訪問コンサート」を開催 



「台風15号及び19号災害」義捐金のお願い 

ガ  バ  ナ  ー   中野  均 

地区社会奉仕委員長  坂東 剛 

  既にご承知のとおり、先の8月27日の九州北部豪雨災害に続き、2019年（令和

元年）9月9日の台風15号は、関東地方に上陸し、千葉県を中心に強風被害や長

期停電など、甚大な被害をもたらした。また、台風19号につきましては、10月12日

から、東日本各地の広い範囲で豪雨災害が発生し、河川の氾濫、浸水被害など、

甚大な被害をもたらしました。 

  地区及び地区社会奉仕委員会では、各クラブ皆様のご理解とご協力のもと、

義捐金を募り、ガバナー事務所で取り纏め、被災地区へお届けいたします。 

 なお、当地区から支援先地区への送金金額や時期は、後日、ご報告申し上げ

ます。皆様のご協力をお願いします。 

振込期限  2019年11月18日（月） 

 【振込先】 

 紀陽銀行 東和歌山支店 普通 ２０３９１６６ 

 国際ロータリー第2640地区 預り金 ガバナー 中野 均 

 （コクサイロータリーダイニセンロッピャクヨンジュッチク アズカリキン ガバナー ナカノ ヒトシ） 

被災地・被災者の皆様へ 心よりお見舞い申し上げます。 

















地区では、登録率 ５０％UP を目標にしています。皆さんのご協力をお願いします。 



ガバナー月信は、地区と地区内クラブの
情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に
活かせてもらうため、情報収集に努めてい
ます。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 

具体的には、記念事業や特別例会、クラ
ブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、
同好会等）や会員増強等、職業奉仕（講演
会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、
福祉・教育支援事業等）、国際奉仕（友好クラ
ブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少
年奉仕（青少年交換、インターアクト、ロー
ターアクト、ライラ等）、そのほか、ロータリー
財団、米山記念奨学会等の活動などの案
内、募集、報告等の寄稿をお願いします。 

また、ご提供いただける情報は、文書面、
資料、写真をＦＡＸ、封書等又はメールでガ
バナー事務所へご送付ください。 

月信では、引き続き、国際ロータリー、地
区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の
収集等、紙面の充実に努めてまいります。 

ご協力、よろしくお願いします。 

国際ロータリー第2640地区 ガバナー事務所     〒640-8331 和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室          
                                              TEL（073）426-2640 FAX（073）426-2660 
                                              E-Mail:nakano@rid2640g.com 

国際ロータリー第2640地区  

ガバナー事務所 アクセス 

JR和歌山駅西口から徒歩7分 阪和道、和歌山インターから約10分 


